
【改訂学習指導要領とESD】

－ 小学校 総則

道徳教育は，教育基本法及び学校教育法に定められた教育の根本精神に基づき，人間尊重の精神

と生命に対する畏敬の念を家庭，学校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，豊かな

心をもち，伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文化

の創造を図るとともに，公共の精神を尊び，民主的な社会及び国家の発展に努め，他国を尊重し，

国際社会の平和と発展や環境の保全に貢献し未来を拓く主体性のある日本人を育成するため，そ

の基盤としての道徳性を養うことを目標とする。

－ 小学校 社会

第１ 目 標

社会生活についての理解を図り，我が国の国土と歴史に対する理解と愛情を育て，国際社会に

生きる平和で民主的な国家・社会の形成者として必要な公民的資質の基礎を養う。

〔第５学年〕

１ 目 標

(1) 我が国の国土の様子，国土の環境と国民生活との関連について理解できるようにし，環境の

保全や自然災害の防止の重要性について関心を深め，国土に対する愛情を育てるようにする。

－ 小学校 理科

第１ 目 標

自然に親しみ，見通しをもって観察，実験などを行い，問題解決の能力と自然を愛する心情を

育てるとともに，自然の事物・現象についての実感を伴った理解を図り，科学的な見方や考え方

を養う。

〔第６学年〕

１ 目 標

(2) 生物の体のつくりと働き，生物と環境，土地のつくりと変化の様子，月と太陽の関係を推論

しながら調べ，見いだした問題を計画的に追究する活動を通して，生命を尊重する態度を育てる

とともに，生物の体の働き，生物と環境とのかかわり，土地のつくりと変化のきまり，月の位置

や特徴についての見方や考え方を養う。

－ 中学校 社会 地理的分野

２ 内 容

(2)ウ(ｴ) 地域の環境問題や環境保全の取組を中核として，それを産業や地域開発の動向，人々の

生活などと関連付け，持続可能な社会の構築のためには地域における環境保全の取組が大

切であることなどについて考える

－ 中学校 社会 公民的分野

２ 内 容

(４)イ 持続可能な社会を形成するという観点から，私たちがよりよい社会を築いていくために解

決すべき課題を探究させ，自分の考えをまとめさせる

－ 中学校理科 第１分野及び第２分野

２ 内 容

(７)ウ(ｱ) 自然環境の保全と科学技術の利用の在り方について科学的に考察し，持続可能な社会を

つくることが重要であることを認識すること
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